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平
成
30
年
10
月
22
日
未
明
に
、
ド
イ
ツ
の
海
運

会
社
が
所
有
す
る
大
型
貨
物
船
エ
ル
ナ
・
オ
ル
デ

ン
ド
ル
フ
号
（
船
長
180
ｍ
、
船
高
40
ｍ
、
総
ト
ン
数

２
５
、４
３
１
ｔ
）が
、自
ら
の
船
高
40
ｍ
を
認
識
し

な
が
ら
、
橋
桁
ま
で
の
高
さ
が
30
メ
ー
ト
ル
し
か

な
い
海
域
を
通
過
し
、
周
防
大
島
町
と
本
土
を
結

ぶ
唯
一
の
陸
路
で
あ
る
大
島
大
橋
に
激
突
し
、
橋

桁
等
に
多
大
な
損
傷
を
与
え
、
送
水
管
や
送
電
線
、

光
ケ
ー
ブ
ル
等
を
切
断
す
る
と
い
う
、
誰
も
が
想

像
し
得
な
い
重
大
な
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
故
に
伴
う
大
島
大
橋
の
通
行
規
制
に
よ

り
、
車
・
人
・
モ
ノ
の
移
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ

る
と
と
も
に
、
町
全
域
に
及
ぶ
断
水
は
40
日
間
に

も
及
び
、
町
民
は
飲
用
水
や
生
活
用
水
の
確
保
に

窮
し
、
辛
い
給
水
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、

日
常
生
活
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
の
名
物
で
あ
る
蜜
柑
狩
り
な
ど
秋
の

行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
を

訪
れ
る
観
光
客
は
大
幅
に
減
少
し
、
ホ
テ
ル
や
商

業
施
設
等
で
は
、
大
量
の
宿
泊
キ
ャ
ン
セ
ル
や
商

品
の
物
流
停
止
等
に
よ
る
休
業
や
営
業
制
限
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の
大
島
み
か

ん
や
水
産
物
の
出
荷
も
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
な
ど
、

観
光
業
、農
業
、漁
業
、商
工
業
を
は
じ
め
町
の
経
済

は
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
事
故
に
よ
っ
て
被
っ
た
被
害
・
損
害
額

は
、
橋
や
送
水
管
の
復
旧
費
約
28
億
円
に
、
町
内

の
民
間
事
業
者
が
被
っ
た
逸
失
利
益
や
町
民
が
受

け
た
被
害
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
総
額
は
相

当
な
規
模
に
上
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
町

で
は
県
と
連
携
し
て
、
そ
の
全
額
を
加
害
船
所
有

企
業
に
賠
償
請
求
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
事
故
に
お
い
て
、
船

主
の
責
任
の
制
限
を
定
め
た
「
船
主
責
任
制
限
法
」

が
適
用
さ
れ
た
場
合
、そ
の
賠
償
額
は
、最
高
で
も
、

橋
や
送
水
管
の
復
旧
費
を
も
下
回
る
24
億
円
程
度

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
故
は
、
船
長
の
単
純
な
航
路
選
択
ミ

ス
と
い
う
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賠
償
額
に
制
約
が
か

か
り
、
実
際
に
発
生
し
た
損
害
額
が
受
け
取
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
何
の
瑕
疵
も
な
い
民

間
事
業
者
や
町
民
が
多
大
な
負
担
を
強
い
ら
れ
、

今
後
の
生
活
や
営
業
面
で
大
き
な
不
安
を
抱
え
続

け
る
こ
と
に
な
り
、
町
と
し
て
も
、
そ
う
し
た
事

態
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
か
れ
て
は
、
下
記
の
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
強
く

要
望
し
ま
す
。

　
　
　
　

記

１　

加
害
船
所
有
企
業
へ
の
損
害
賠
償
請
求
手
続
き

や
相
手
方
と
の
交
渉
を
進
め
て
い
く
に
当
た
っ
て

は
、
国
の
関
係
機
関
に
よ
る
最
大
限
の
支
援
と
協

力
を
願
い
た
い
こ
と
。

２　

今
後
、
仮
に
、
船
主
責
任
制
限
法
が
適
用
さ
れ
、

賠
償
額
に
制
約
が
か
か
っ
た
場
合
に
は
、
責
任
限

度
額
を
超
え
る
被
害
や
損
害
に
対
し
て
、
国
に
よ

る
財
政
的
な
支
援
措
置
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
配
慮
願
い
た
い
こ
と
。

　
　

ま
た
今
後
、
こ
う
し
た
事
態
が
生
じ
た
場
合
の

国
内
で
の
救
援
法
を
整
備
す
る
な
ど
、
何
の
瑕
疵

も
な
い
被
害
者
が
不
当
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
た
い
こ
と
。

３　

海
域
に
お
け
る
今
回
の
よ
う
な
過
失
事
故
の
再

発
を
避
け
る
た
め
、
航
路
の
航
行
規
制
の
強
化
策

等
に
つ
い
て
早
急
な
検
討
を
さ
れ
た
い
こ
と
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に
よ
り
意
見

書
を
提
出
す
る
。

　
　

平
成
30
年
12
月
17
日

　
　
　
　

山
口
県
周
防
大
島
町
議
会

議
長　
　

荒

川

政

義

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、

外
務
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

大
島
大
橋
損
傷
事
故
に
よ
っ
て
発
生
し
た
被
害
・
損
失
に
係
る

損
害
賠
償
請
求
及
び
被
害
者
の
救
済
支
援
に
関
す
る
意
見
書


